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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成29年9月14日(2017.9.14)

【公開番号】特開2015-57767(P2015-57767A)
【公開日】平成27年3月26日(2015.3.26)
【年通号数】公開・登録公報2015-020
【出願番号】特願2014-160438(P2014-160438)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/134    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/1395   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/38     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/62     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/052    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/66     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    4/134    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/1395   　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/38     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ    4/62     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ   10/052    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/66     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年8月3日(2017.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　集電体及び活物質層を有する電極であって、
　前記活物質層は、活物質、グラフェン、及びポリイミドを有し、
　前記活物質は、シリコン粒子を核として、一軸方向に細長く針状に伸びたナノワイヤー
を複数有し、
　前記グラフェンは、前記複数のナノワイヤーと接する領域を有し、
　前記ポリイミドは、前記グラフェンと接する領域を有するリチウムイオン二次電池用電
極。
【請求項２】
　正極及び負極を少なくとも有するリチウムイオン二次電池であって、
　前記負極は、負極集電体及び負極活物質層を有し、
　前記負極活物質層は、負極活物質、第１のグラフェン、及びポリイミドを有し、
　前記負極活物質は、シリコン粒子を核として、一軸方向に細長く針状に伸びたナノワイ
ヤーを複数有し、
　前記第１のグラフェンは、前記複数のナノワイヤーと接する領域を有し、
　前記ポリイミドは、前記第１のグラフェンと接する領域を有し、
　前記正極は、正極集電体及び正極活物質層を有し、
　前記正極活物質層は、正極活物質、第２のグラフェン、及びポリフッ化ビニリデンを有
し、
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　前記第２のグラフェンは、前記正極活物質と接する領域を有する、リチウムイオン二次
電池。
【請求項３】
　シリコン粒子と、酸化グラフェンとを混合し、
　前記シリコン粒子及び前記酸化グラフェンの混合物に、ポリイミドの前駆体及び極性溶
媒を含む混合液を混合して、スラリーを形成し、
　前記スラリーを集電体上に塗布した後に、焼成することにより、
　前記シリコン粒子を核として、一軸方向に細長く針状に伸びたナノワイヤーを形成し、
前記酸化グラフェンを還元してグラフェンを形成し、かつ前記ポリイミドの前駆体をイミ
ド化してポリイミドを形成し、
　前記ポリイミドの前駆体及び極性溶媒を含む混合液のｐＨは、２以上４以下である、
　リチウムイオン二次電池用電極の作製方法。
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